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ヌルクセの均整成長命題について

多部門化の効梁

中 沢 敏 明

序

低開発国が贫困であるのは何故か，また贫困から脱 

却する手段 • 戦略は如丨"Jなるものかどいう問に対して 

-与えたヌル夂セの答は未々「贫困の惡循環」であり， 

「均辇成長j •であった, ヌルクセが〔2 〕第“章で使用 

してい冬“食困，' 古いう言葉が, 所得め水準に_ して 

め'もめか成戾率にっいてのも.のか, .：国掉べiイスでと.ら 

えられたものか一人当りかなどは不明確であるが,そ 

れはさておくとすると，彼は低開焭国が他生產カ— 低 

実質所得—低 購 買 低 杻 资 誘 因 — 低生鹿力という述 

鎖に陥っているが故に“贫困” なの'だという。それは 

っきっめれば「低昍発均衡」が茌在し,そこで経済諸 

変数が内部無矛盾的になっているということに他なら 

ないし, 「経済め体系の内部には , - 一 .3 水準にそれを 

繫ぎ止めて’おこうとする_ 動的な諸力があることは明 

らかで'あ る :“‘…だが幸いにもその循環は破れないも 

のではなC、。 しかもそれがある点で一J1破られ:6 と， 

その関係が循環的であるというまきにその祺臾が累横 

的発展を助畏する傾向を带びるのである」という < だ 

りは,経済体系が一っの安宛な均衡点から新しい安定 

な均衡点へ移行する状況を示ナものと解して妥当であ 

ろう。この安定な低位均衡点をシフトさせうる外的迪 

因が，市場を広めて生產沾勤を促しそれによっX 媾 •貞  

力を高めうるような要因でなければならないことは， 

先 の 「惡循環j に照してみれは•向翁反復的に明かだが, 
その1- ‘つは今★で存在Uていなかづた產燊の溥入であ 

る。 しかし新しく設立された産業が唯一っでは，その 

瘅業_ 体が需要不足によって失敗に掃すだろう。何故 

な ら 》■新産業に従班する人々は丨丨Iらの生産物に全所得 

を支出しようとはしない」から。人間の消赀需要の多 

様性が，坩独の新産業が成功しえないごとの理由なら.

ば. 多様な消費需要のパタ一ンに合わせてさまざまな’ 
産 業 を 興 し同時的に生産を開始すれば/ある産業から 

支払われた要素所#が丸々出らに還流せず他産業べ流 

れようとも，他產業従事者からのこの逄業製品への需 

惡の流れが他方に存在することにより，結局全座業が 

成功.しう.ると考えられる。' これがヌル^ セの主張すも' 
市場の全般的拡大の鍵であづて， r均整成提」とか「釣 

合い9 とれた成長と ’ょは’れる。’:.ここで. “釣合い”..と 

か均整という語の意味は，頌在的なものは勿論だが潜 

在的なものを含めて多様な消奴需驳のパタ一ンに，生 

産のパターンを市場ジ:>拡大をもたらすベぐ合致させる 

の窓でちるから，「均整成妊」を “消贤财產業を多数興 

すことによる成長”すなわち多部門化と旨い換えても 

大同小蛘であると考える。かか る 「均整成贷」によっ 

て，“贫困”からの脱却が所期の通り逹成可能か西か， 

可能だ'とすればその条件は何かについて吟味す’るこ‘と 

が小論の主題で^).る。

高 山 〔7 〕は二部h モデルによる比較静学分析を行 . 
い均f e 成長命題についで緣栝的に扱っているが，そこ 

にはヌルクセの “製靴産業，，（新設鹿柒）は登場しない。 

二部門は終始二部門のままである。 この二部門経済で 

利用可能な資木の増加があったとする。それを， もし 

一方の産業にのみ埤資すれば効率が惡いので全產梁 

(今の場合，両產梁) に適当に配分せねばならない。イ也 

方，資本ばかりでなく労拗も梢加した場合には資本レ 

ソドは垧加し，それが投資を誘発して， ヌルクセの贯 

うように「広範四の興飩產業に多少とも同時的に資本 

を使用することによって，そ の 困 難 （垛資誘因の木见） 

.は解消するj かも..しれない。ではそQ ための条件は和；T  
か。それが高山の宠理5 K S S L である。 資源の増加 ‘ 
率の間にとの不等号関係が成立することが資本レント 

が減少しないための必要十分条件である。S は生座桃• 
造♦需奴榴造によづて矩まる値* ( しかし明かなよ5 に
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資本が全然梢えず労働だけが垧加U てV、る経済では，資 

木レントの枘火は最も妞恶セ投資誘同に問題はなくなる 

というとh になるが,後進経济の莢状に照らしてみて不 

奔合な盛がある）。

小論はこれとは少し興なる方丨句から考える。最初匕 

资本塯加が体系外から与えられるとぃう仮定はおかな 

ぃ。ネ)J期資本供与の効染または最適利川ではなく，多 

部門化だけの効泶を調べたぃからである。

I では，, 冇効需與は十分あり，産出贽水寧はもづぱ 

ら利用可能な資源赀によって制約されてぃる終済を想 

定し，そこで均整成捩命題を考えるのである力% i)  
，はある体系の均衡点と多部門化された休系の灼如人人と 

の比較になる以上，• まず均衡の存在と安定性を証明し 

ておかなければならなぃ。 IIでは, I と逆に產出蛩の 

全般的水準が有効需袈によって制約され，労働につぃ 

ては失業もありうるという状況を考え，そこで同じ命 

題を取り扱っている。

I

A  二部門モデルの短期均衡

後に必要:なため，均衡の存在と一意性についセ邊何 

学的p 明をしておく。資本財 ♦ 消赀财少鹿部門をそれ 

ぞれ第一♦第二部門とよぶこ i にする。第 i 部門は，寶 

本 K < ,労 働 U を利用して Y r だけの生產をおこな . 
う。’経济全体で利川可能な、資 本 ♦労呦超:はそれぞれ 

K  • L で完全利用されでいると仮定する。 率をw ,  
資木レントを r , 第 i 財の仙i格を p,.,.資本家所得から 

の貯落性向を s (貨金所得からの貯蒂はない) とする。

生 細 数 Y 尸 F<(K„ L d d ^ - l , 2 ) に関し、て は ,規 模  

に関して収搜不変，限界生産力は正で述減すると仮定 

す令。モデルは次の方程式からなる。

( 1 ) Y ^ F . C K i ,  L ；) ( t  =  l , 2)
lo)
レ’ pm
(3) K = K i  +  K 2 
⑷  L = L i 十 L ：!
(5) p i Y i ^ s r K  

K  . K i  ' U  n Y iL = k ， L ^ k i ,  L  L ；

dFi
:r，p瓦

:w  (i = 1 , 2 )

■yi, Ff(kf,  l X ( k , 0 ,

：= q ,  とおけば，

(6) y<—f f(kf) ( i ~ l , 2 ) . ,  

(V) ( i : l ，2)

(3) k = 内 k i  +  pska 
糾, l = ^ i +/>2
(10) Pi f /  

_ U sk

(11) p =  -^V •
k を所ケ务すれば , 各変数は k の® 数とし t その値が 

淀まるが , 果して経済的に有意味な値をどり，、つ k  
に対して一意的に定まるふどうが©問題が残るン次の 

仮足をおく。 ，

(12) , f f ( 0 )  = 0
f / ( k i ) > 0  : O ^ k (< o o  に 対 し て ン  

f / ^ k i X O  : O ^ k * に対して 

f / ( c x > ) = 0  .
(7)(8)(9)(10)より次のニ式を得る。

(13) fr
也 : 12

17：k 2

(!4) k2 =  ki +  - k^-ki k ( - ski

sk
( _ 4)は， i < ,と k 2 との間め二つの独立な関係を示して 

いる。 これを図示すれば均衡解は:^丨山線の交点として 

定まる。 (丨3)ぼ 原 点 (0. 0 ) : か ら ( « > /  < » )へ向う右上 

りの曲線であることは , (12)の仮定より明かである。 (14) 
の曲線については (10)をあわせ考えた方がよいe 曲線の 

スロ — プf c ついそは . ニ通りの表わしがたができて，

skdk^
d k i 1 - p i  f i f if i"  —(fiノ)2 lk2 7~ (o*i—l) f i2

[ — 袖 " - 的  n
= 1  ニ^ T L — I T  十は2 - Kl ノ ー  仏 ”

ここで，G i は第 f 部門の代替の弾力性であり 

(Si =  S . 堂 —. 0 - , ^ 1 または，いわゆる資本集約度条 

件を仮宛すれば図 1 のよう々:右 下 t?, ( Aく1 .の你丨域で〉 

の幽線が得られ , ％衡資本舉約度がニ意的にE 値とし 

て定まり，，他方同時に他の諸変数も一意的に正値をと 

ることがわかる。 ,
B  ニ部門モデルの長期均衡  、

⑶は / 投資と貯，蓄 ラ ン ス を あ ら わ し て い る ，。粗 

埤資を I , 純投資を它 ; 資本Q 減耗率をw で表わせば , 
p ,Y 1= I = i p 1( K + / / K ) だ か ら 昼 f s f A k O —从 労 働 p  
成長率をw とすれば，.

(15) — ： k :s f i ’ (ki) 一/ / —：n

a が (k i)>守 を 織 す れ ば ，へ 偏 = -宁 を み

た す k , が存在して

(16) k _ 0

他方(丨4)については，阅係領域ではうを> 0 だから,と 

のことと(丨6)とから長期均衡の存在• 一 •窓 性 .安矩性が 

谭ちfc導かれる（因 2 )。すなわち，資木集約度条件あ 

るいは資本財産業についての代替の坪力挫に関十る条 

.)件 （か1$1)•がみたされる■なら'はV .唯一かつ安宠な均衡. 
佳路が存在する。 .

C 主部門モデルの短期均衡

記 号 Y 3, K 3) L 3, p3 の意味は， A の記号法に同じ 

で力) る( り( 1 —s ) を资木家の部土财に対する消费性向， 

りを労働劣の第二財に対する消致性向とする。新 し‘ く 

加わった第三部 flrj は第二部鬥と同じく消贤财を生產す 

るものと考える。新しいモデルは次のとおりである。

(D Y i ^ F i i K i ,  Li) ( t - 1 , 2, 3)
規模〖こ関して収獲不変，跟界生産力は正で通減。

,oV 3F t- dFi . . .  0 ，ヽ
⑵ ~ r> ： Pt'^j ~  w (i =  l , 2, 3 ) . . . . . . . . .
⑶ K - K i + K 2+ K 3 * .
(4) L = L , - h L 2 +  L3
(5) piY) ~ s r K
(6) p2 Y 2 == ̂  ( 1 - s) rK  +  v w L

作)(6)は第一財 . 馆ニ財の需給バランスを表わす。 ft木 

財をニュメレールと L X  p, =  l とおけば,

q : r /
k =  i°iki+j02l{2 十みk7 
1 ^^1 +  P t+ P3

fi
f /

Pi -s k(11)

(12) Pz -y-C(1 ~  s)^?k—j?k2]l +  tj

(13) p2:
ず2

r /
f 2/v P3^ 7 7

⑶ょり q は k,‘•の增加阚数であることがわかるが，そ 

れに加えてA0Z)を仮定すれば任意の正なるd に対して 

各资木集約度が一意的な正値として矩まることも叽ら . 
かになる。一方，（9){丨0)⑴)(12)から，

(⑷：..k ，—y —* sk  +  | ~ ( l —s) Ok. -ト 7jl 1 —- y  .-.1ぐ2) Ik 2

+  Ĵ l (1—s) ?̂k y - j ka  ̂]ks
これは ! c と <1とめ函数なので，

/,,, dk (の.:—l) s k ...‘.，（1ー.s).(ov—.1)クk k 2 
dq ’ q +  ki (q + k 2)2

+Vl
k 22 +  OV(q +  k?)* .パ.(q +  k 2)

■ "V~sk —(1—s)0\^r^— —Tfi ..... U

]

モ- 1 10)]警
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因 3
kt

(")'  ..Af C 4 = ^ . ~ t s ) + … +/ 5n (6t —ft”) ミ0..
(W)(u)は，多部門化した時にそ6 経済の耍素報酬比率  <1 
が高くなる（低くなる）ための条件は，新設諸部鬥の加 

蜇平均された資本集約度が，既存のそれらより均衡点 

: に-おいて低V、(高い）ことであることを示している,.政 

策的に有意味な十分条件 •の形で述べるならば,多部門 

化することにより賃金水準 .を上けるための条件は,既 

存産業に比して要素価格がいかなる水準であれ常によ 

り労働’集約的な産業蚤設けることである。

要素賦存13:を所与とするとき， より多様な生座をし 

ている経済がより良くなるだめには， まず多部門化そ 

の.ものが成功しなければならないが， そのためには貨 

金水準をト.げなければならない。 したがって第三部門 

.には労働盛約的產業をとるとよい。 ヌルグセ的世界で ' 
は購只カは低く貨金所得からの消费需要は必需的な財 

にとどまり，他方资本家所得の分配率は低く消费需毁 

に小さなウェイトしか占めヤいないと考えられるから 

である。以下短期均衡ど〉しの比!^はせず，. 長期均衡 

においてその良し惡しの比較をする。

長期均衡における頭素比率k の大きさを比餃 .しよう。 

B » D  * F キら叨かなよう> q , 玆期均衡に於ては，経 • 
済が幾つの部M からな o ているかどうかに拘らず , k ,  
はある特定の値をセり， したがって k 2 も#定の倘と 

h 以下の’推論はこの唞樊に諶く。はじめに，二部 

r j 経済の设期均衡値 k n を三部門経済め長期均衡値 

k U iと比較し，次に n 部門経済の k N と比較する。 A  
⑶_ 0 )'ょり 11

k® ~ |  ]{2̂  (^2 —k$) +k» ] ず11 —8 ] -  (k i—ks)

これから，

k n . k m

kiq +  {(1—め(1 —s) +  (1—v)s}ksq+ ( 1—め（1—s)kik jJ
妻0  - *

かくして，長期均衡における k 4> k 3 の 値 を k 3 で 

表わすと，長期均衡において三部門経済が二部門経済 

に比し，資 本 • 労働比率.がより高くなるための必與十 

分 条 件 は で あ る こ と が わ か る 。 したがって， 

第三部門が第土部門に比べ，常、に•資本集約的で、あれば | 
一人当り資本量はより大となるから，両経済に存在す 

る労働蛩が外生的に与えられ岗ーであるかぎり，国民 

所得は ,消费財（第二財）ではかられようと投資財ではか 

られよ、うと，三部門経済における方が必ず高くなる， 

他方，賃金や資本レソトにマいては差はないから， こ 

の意味で3 部門経済は二部門経済より虿ましいこと^: 
なる。逆に第三部 f°jがより労働集約的ならば , . 結論も*• 
逆となるV このことは，多部門化に:よ急経済改善の方 

速を与えている。いま初期に長期均衡点に位置してい 

る二部門経済を想定しよう。与えられた労働•資本の 

下で経済を三部門化するためには，賃金率を高めがけ 

れぱならないとすれば大雑把に言って，'より技術的に 

労働集約的な産業を興さなければならなかった。 しか 

し上述から明かな如く，そのまま三部‘門経済の長期均 

衡点に到违してし雀え ’ば，一人当りべイスでいって初 

期の状態よりも惡化してしまうことになる。 したがっ 

て長期均衡点に行き辤かないうちに，新消费財席業の 

技術をより资本集約的なものにスイッチする^ :と.が必 

要になる。勿論，長期均衡点^!おける貨金水準は不変 

だから，新しい均衡点に到着した時に貨金所得からの 

第三財に対する需袈がなくなり，多部門化を通ず,る経 

済改善の鲜みは失敗に帰す可能他があ;^しかし他方 

では，资本蒂梢が進んでいるから资本家所得が柄え， 

そこからの紿三財への消费需要も起りうるから試みは 

成功独に終わるか ,もしれないd 問題はスイッ，チした技 

術V、かんにかかってV 
ることが必要セ .ある。

二部門経済を《部n 経済と比較しようflE ⑵〜⑶より，.
k 2 =  M in (k i ,  k 3 j ......... , k n) マあれば，k n < k N „ しナポ

って比較の莲準を前と同じとすれば， n 部H 経济がニ  ‘ 
部M 綷済に比べて丧期均衡においてより皮いための十 

分条袢は，両者に共通の消费財産寒が全消費財産業の 

中で，住怠の驳素偭格比に対し最も労働集約的なと‘と 

であるかかる結論が'生ずる理出は簡举なことである-
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. 「( f / Z —f W  , dk, . ( f / ) 2—fふ"
H'L一 ~ f? --------Sk~dqH  f 7 ~ ~ "

U S)°k  dq +V (q +  k ,)2 J 1
|» /

ここで第四項や係数はp3 に等しいが, />3 =  -^ -C (l-s)  
(1 —^ ) k " - ( l - u y )  k3〕+  ( 1— =  s ) . ( l  —0) - r ~ k  4 - ( l ~

、 - I : k s) で あ る か ら k , > 6 めときに正。 いま 

. 0 0 とおけば k , _ > 0 ,したが6 てア,‘> 0 , ゆえに k > 0  
となり，同時に k は q の墦加闲数であるから，（丨4)の右 

辺を沢( q ) とおくとき k > 列 0 ) をみたす任意の:超素賦 

存比率に対しては，諸逆数が正にかつ一意に定まるこ 

とが明らかになる。 . ' '
D 三部門モデルの長期均衡' .

C⑸より -か したがゥて ,k  … ド …ー  ノ、， dk
だから上式をみたす k , * に対応 

する驳素賦存比率の .もとで炫期均衡が成立する-まと 

めれば，資本财鹿業およびある淌赀财產.業において代 

将•の卵力性が 1 より小さくないという条件がみたされ 

るならば，唯一の均衡径路の存在と安淀他とが保証さ

■れる办 |
E n 部門モデルの短期均衡 

n 部h のうち第二部r 丨以下は仝て消妁财產業である 

ような経済を考える。議論は3 部門モデルの場合の形 

式的拡張ですむ。 モデルの中心部のみを記せば，

⑴ 一 学 '、i: 1. , n厂

(2) k =  S M ,

⑶ 1 ^  Xj Pi

⑷  Pi =  - r - s kIi
(5) Pr-

U
f,-

，方坪式 . 米知数はともに 2n +  l セある。 C との比較 

対照から叨かなように，奴素報酬比率が賦存比率の増 

加阁数であることを7了sせばよいが，それに対する一つ 

の十分条件は 0 i >；l(i =  h … … , n - - l ) であることは容 

勒に示される . したがって翻丨财 f-比本が拖端に小さ 

< ないかぎり, 短期の均衡値は各变数について一意に 

決まる。

F  n 部門モデルの長期均衡、 '
D に-N じ。かくして / 資木丨W産 業 お よ び あ る n - 2

個の諸消兇財産 -楽とに関しで，代待の郯カ性が 1 より 

小さくないことがいえるならば，均衡径路はただ一つ 

存在しかつ安宠である。

G 比較静学

資源が妞期的に所与であるとき，二部門経済と比較 

して多部門緙済が如何に異なるかを觅るのが本節のH1 
的である。均衡の存在及び安矩他につv >て必驳な条件 

は常に満たされているものとする。 n 部門モデルに於 

て續三财以下の資本集約度の均衡傾がら，… … . k „ > 0  
として知られているとした時に , 第一财 • 第二財部門 

のそれらがいかにして均衡値 ki* k * に矩まるかを見 

ておぐことが必頭 .である。 E .のモデルをそのまま利用 

する。⑵⑶よ. り， .
(6) k ~  YI i Q i k t +  Pt\̂ 2 i=̂ 3
( 7 } 1 — 2t=3
れ を k 2 について解けば ,

(8) k2~ k i +
k -  S M i - C l -  2 /5 .)k i  

1 -
dk8_ . sk 1
d k iい pi f i2'

これは />2> 0 の領域では右下りの丨丨丨丨線である。他方v 
⑴より

(9) f 

I
f

-k, f 7 _k?
、ごの，丨丨丨丨線の形については既にA に於て示さ1れている。 

(8)(9)の交点として均衡点（レ k 2) は得られるが，その 

存在は界で証明済み 'だから⑶はその交点を通る右下り 

の 111丨線として画けるわけである（図 3 )。 次にご部門ヶ 

イスと n 部鬥ヶイスとを比較すると , ( EI 3でいえば， 

後 者 衡 点 A と前渚のそれである点C とを比べるの 

であやが，⑶の形からして:ニつの比較可能な資本集約 

度は n 部門ヶイスのカが他方よりそのいずれにおいて 

も大であるか , 逆にそのいずれにお入、ても小であるか , 
または全く犯等しいかである。'点 A が点C より高いこ 

とをA / t C ,逆 を A Z C と表わぜば， 点 

B における h の偷は， A(I4)^C k ,  =  k i を代入すること

によって得られ 1<，
k —Kijg)

1 ~/5i

k_—kijfli
.1— 山

. =か-丨- … +)(3n .だから，

(10) .A 令 C <==  ̂/53(灸2 —泣3)+ (i(2 ~  kfl)^0 fn)し
こh を点A ，点D 丨⑴でいえば（点A が办在すれば必ず成 

D は在作するh  : '
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資本集約的な産業を苺入すれば，兔働より資本に対す 

る需要が相対的に大きくなりしたがって资木レンドが 

より高い。これは资本家収入を高め貯蓄を埚やし资木 

萦横を促すわけだからである。先に，三部門化を実现 

するためにI t金水準を高めることが必要な場合には， 

その低位均衡からの脱出過程のと’こかで技術変更を行 

わなければならないとしたが，•吏に多部n 化をi s ねる 

場合【こはその必迎はな:くなる。第三財の祖座方法を変- 
更 しなく ても第四 • 第五等々の新しい資木集約的産業. 
を相続いておとせばよいからである。

n

也産水準が資源によってではなく有効■兜によって 

制約され- tいるような経済モデルを設定する。 I のモ 

¥ ルと異り，労拗の完全屈用の条件を落し，他方新し 

<;投資故数を玆妫させる■>第一のモデルは，投資が利 

子率依柘型である場合に対応し，第二のモチルは，投 

資が利潤原理にしたがう場合に対応する。• 也產函数》に 

ついての仮足は今迄と同じで，一次同次，限界生産力 

は芷で琿減するとする。記号法も同じだが，新しく， 

1 /で以って第 i 部鬥の投資财镅耍& を表わす。また劣 

働に対する'総需毁招;を u で衷わすことにする。余剰 

労働が生じる可能性があるが，’それは今の.場.合生存-維 

持的な生活水準で担給r-丨圮しているものとする。

A 投資が利子牢依存型である場合 '

: ( 1 ) Y 产 F ‘ (K,-，L f)  (i =  l, 2)

⑵ P£H卜1'，Prf  卜v “_=1. 2)
⑶  K = K i  +  K 2 ,(4) Ld —Li + Iv2
(5) piYi +  p J a ^ * — J =  srK

K.を短期的に所与と1し，第ー财をニュメレールとすれ 

ば，未知数 • 方裎式共に十個である。新しい記号を足

めて体系を招き姐そう。 如
Yi
K , ki- Kf . Li 

K ， K ，

K,v とおく 0
(6) y i^ k if id d  ( t = l , 2)
(7) p；/ , /;= w  fi  =  l, .'2)

. (8)  ki -I- &2 =1

•{9) yiH ) + l2( i ) ] =3ir
朱知数，力殺式は-:^に九個である。以下ではpi= 1 と 

おく。また也鹿函数，投資断数について次を仮宛する。

⑽ /A W X )  l O ^ l K ^ のとぎ0 / / ( の）マ0 
; o^U  のとき。ム(o>=o

00 1，< 0 。 1<<«>)=0。 ベ 含 ) > 0  ; 0^ ~ < ° °
のとき。 '
(7)より ,

(丨2) ,
(7)(9)より

(13) I1( / 1- / i //i) +  I2( / 2 - / 2 ，/2)==sK(/1- / 17 0
(12)(13)をみたす I i ,ム> 0 の存在をいえば; (6)⑶ よ り .
0くん< 1 » . .したがって kt, v>2, yu  r, .w〉 0 . .も.— ;意的に . 
決まる。

•既に叨かなように，仮足 (丨0)の下では(丨2)は ル , む）座 

標平而上の原点から無限遠方へむかう右上りの丨丨丨丨線で 

あり，他方<丨3)ゆ (ム(K), CO)から発する右下りの |1丨丨線 
であることもわかる。但 し i，(K )はKに依存して定ま 

，るある正値。かぐして <丨2)(丨3)をみたすしし> 0 の一意 

的存在は明かであり，短朋均衡の一意性は示された。 

次に長期均衡を考える。 Kを純投資，n を減耗率とTC
すれば，⑶より ^ = s ( / ,  —/ / ハ) 一々だから l  = 4 r の

とき，圭土0 とすれば，（⑶より丨はK の減少、.函数でぁ 

ることを考磁すればK のところで捩期均衡が成立 

する。資本通不変の提朋沈滞の経济であるが，ここセ 

ニ:部M化した時の効染を见よう。更めて今デル.令体を 

得き記す必喪はない。狃喪な式だけe 止めよう。.. 
f \~~ f \ fl\ _  f  t~  f 2 U f 3 — fa li(14)

A J y v u

(15) l \( f i  — f  2~ f i  % — f  —
(ム - - y v w  .、

短朋均衡が一意的に矩まることも，提期均衡が u = u  

の点で成立することも変りはない。㈣(15)の比較より， 

三部門化した場合の苌期均衡における資本招 : K U Jが 

K  n より犬なることも明かである。间様にL  ；；と L g  
を比較したとき，その大小関係につV、て何かW えるだ . 
ろうか。⑷を f f き変えると , Lb =  (kdi +  U z ) K a した 

f 、つて, U, U の提期均衡値を U, /3 で表わすことに 

すれば，L g =  C*»^«)/i +  ( l - ^  _ 、〕I ( n 。 问様にし 

て‘ L g +  h U + U z ^ Kiu0 しんるに (it) + k 2  

+  A?3 =  . l であ .る.ことを考慮すれは，L q  =  CA：i ( / i )Z i+  /t；2 
“ 屮 純 〕i p 。 _ ) より， であれば l ；5 > l 5  
利子¥  • 货•金率は両経济で间ー水準である一方， 

ならば投資財で借ろうと消赀財で® ろ：うと， 国 

w ；所得水準という雄準からは，三部門経济の方がより

1 2 ( 1 2 8 4 )

良い。これらの蓝準で見る睬り，多部^化によって経 

済がより庚くなるための十分条件は，新しい消赀財産 

業が既存のものに比べて常により労慟集約的であるこ 

とである。

B 投資が利潤原理®!である場合 

投資函数について次を仮足する。

く 1 > I i= I t(piYv) ( i = l , 2) < 2 >  1,(0)>0 < 3>  t
<oo)くoo < 4 >  0 < 1 / < 1 ぐ5> piY K tp.Y,)*•のと 

t ^ ^ I / - P iY ,/L < l ,  p,Y：- ( PiYf) * ，のときら = 1 ; (p, 
Yv)*<PfYi<(pfY<；** のときむ〉l ，pfY<F(P<Y,)** の 

之 き も （p,Y，-)**<j^Yt のときら< 1 (図4 )
> 図 4

また生產兩数について，< 6 >  o - » < lの仮圮および., 
く7 〉限界生産力比. / / 仏) / / 2U ) は有限であるとぃう 

仮定を付け加える。•モデル’は A O  (5)を，p1Y , = p , a  
(piY,) +  I2(p2Y2) D = s r K と妇きかえたものにな，る。 し 

たが -Pてまた⑶を , 新しい (9) p办 K =  Pl〔I,(p啲 1<)+12 
(峰 K)〕= s r K とおきかえたものである。 Pl =  l とお 

ぐ。（7) はU ) についての右上りの肋線を与える。 

他方⑵(9)より

s (y vニ:A 4 ) 、y v
) ~ I Z

(10) Il ( s ( / i 1 —
ム

，崎 ^ sC /i-Z /W K
が得られるが，K を短期的に所与とするとき(10)は (lu 
ム) ての有上りの|山線奪示す(仮矩<4><6》ゲ吏に 

その曲線め形を調[ベるためj■こ( _ こム= 0 を代入すると， 

h はあるIEの値 /丨(1 0とし：r 声まる（彼矩〈2>く3《4><7» 。 

逆 レ •><»のときのムの値を帅から求今ると, I, ^  
ある右丨叹の値6 = h ( K )でぁる(く3》 。 t t c  lA K K O , 
レ (K)く。もわかる。かくして(10)は (i,(K), 0) から発 

しガ“ 呼 ⑷ へ 向 う 右 上 り plllj:線であることがわか 

ったから，’先の丨丨丨丨線との交点として， 正 の （ん U) が 

得 られる。 しかし今迄の仮记だけではその一意性まで

(丨0)の_ 紮Lが，

はいえない。ここでL のとりうる領域を，春= 0 をみ 

たす . / 1=ムを境に， Z ig f iと / i S / i との二つに分け 

る。 もし経済が的;#;*の飯域に屈する均衡k 丨こ招 まり校 

け之な•らば，資本蓄辟が進み, [ / < 0 ' だから趟勢的fc 
L の均垮値は丨，に近づく。 逆の場合は逆であんた 

' か に い “ で菸期均衡に违するという必然性はな 

く， こ の周四を常に徘徊す令という景気術-環の様相を' 
呈すると考えるのが- 章的であるが，関心^短沏均衡 

にはない以上，長期の状態をU =  “ における叔態と 

して把掘してもきほど問題はないと考える，その状態:1 
を知るためには，短期均衡について一意性を仮52して 

分析を進めても許されるであろう

⑵の傾斜より常に人•であると仮定するわけで本 

る。この仮定は舆ら生座函数に閲しての.ものである。

(10)から次を得る。 ‘

A [ 勃 ⑵ - f u  U  = 〔(1ベ 1)1' +  d ぺ 沘 〕紫

A はIE。 したが.って伖足より ，

他方，/i =  / i ( K ) -に対虑する srK .の 鸠 を ^ { a ) とおき， 

(9)および、似'足 < 5 > より求めることができる（jhYi)*, _ 
(p .Y ,)* *  (p2Y 2)*, ( p D * * に等しい s r K の値を顺

に ¥(p), W{y), W{d), ¥ ( e )と記すこと)こ+ ’るン‘弾力蚀 f  
とW の関係に注意すれば， m  5 が得られ，それからm  

6 を得る。図 6 はありうべき閲係の般も典型的な場’合 

であるが , 色々な場合を考えることができて， c 点' •
B 点がなかったり逆にそれに類する点が多数あったり 

しうる。A ズ、(は必ず存在する。K に対してし はー盘 

である。K —0 の.ときレ > o o となる.こ'とは.{7)(丨0)およ;： 

_び諸仮定を吟味すればわかる。.，K-^-oo，.のと:きハ，- >0 
も冋様。 くOOを仮定する。 す ると K —0 のと 

き si.K-パ/ レ）となるが，W(cdく W (0 )を仮定する。明 

か p  W )= M in  (W{a)t TO), •, T O ]。図 5 の K->0 
の局Mは，これらを雄礎にして•い名。 に対応す 

る资木iltが少くとも一' • ^ まることはわかった。図 6 
ではA 点だが，それがら< 1 W =  l , 2 ) の匍域におち ’ 
るという必然性はない。

ぐ、—しかし投資の规換が小さ < また売上高に対して弗弾 

力的であつ て，なお緙済仝体での资木Mが少なく， 停 

滞的な経済，それが後進経済の特徴であるとすれば，

点 A がそれを爽わしている。点 C の方は，投资が弾力 

的であり規役も大きく，資木氣防も多いという状況を
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図

示していて，低位均衡を示す点とはいい難い。むしろ 

後進経済にはより望ましい状態である。

. また図Qから，貯蓄傘がより高く減耗率がより低け 

れば （このどきんが減少)，資本；1 ;はより大であり，ま 

た質金率もより高いという尤もらしい結論を得ること 

ができる。 ' .
三部門経済について考慮しても，得られる結論办図 

6 •と同様である。第三部門の投资兩数についても仮定 

<1>〜く5 > をおき，第二財♦第二财についての消费函 

数を '.( l - s ) 久i，K +  tffwL. (i =  2，3 ) と特殊化■してやれば, 
前と同様にして容易に , C (.1—も)L .+ ( 1 - ら)12十( 1 - ミ3) 
13̂ 0 < = > ~ ^ 0 を撙けるからである。

投資函数が利潤原理廸である場合の結論をまとめる。 

点A を多部門化により右方シフトしてやるための条件 

は，绾空部門の投資函数についての条件であるが，そ 

れがみ 'たされるならば-長期均衡における資木盘はより 

大 （二部n 経済に比較して）となるから，労働屈用.蛩を 

梢やすために，馆三部門について见にそれが労働集約

的な生産面数を持つということがいえるならば，喪素 

価格と国民所得についセ の雄準がら,多部卩り化は経済 

を改善するといえる。1 しかし，一度皈りの多部門化で 

は，元の均衡点から大きく離れることもできないしま 

た成提率も結局は絜となる。 したがって発屁のたあに 

は迚続的な多部luJ化が必处ということ^:なる。その丨印 

にはじめて资本• 労働屈用;Ttしたがって所得も垧大し 

* け る 。 またもう一つの効梁は，後輝経済を低位均'衡 

にとどめている資本についてのギャッフ。a  Bが狄くな 

りうることである（比較的に’低い売上高で郝カ的な投資 

をする産業が現れた場合である）。同時に安矩な長瓜均 

衡点が多数生じうる。 したがって，ご部門経济に対す 

る少贵の資本供与は長期的ははなんらの効染ももたら 

さないのに比べ，今の場合ヒはた.とえ少量であっても， 

より高位め均衡点への移行を可能にすると考もられる， 

また図Gより，アニマル♦スピリットの強い経済ほど 

発展が容鉍であることも明かである。

結 語

以上，均整成長命題に関連して多部門化の効果をニ 

種類の経济タイプの冬れぞれにおいて考えてみたし 

かし多部鬥化には資本めマレアビリティの不记をはじ 

めとして数多くの障.縛が-者えられ容易なこととは想わ 

ないが，それについて岭味することの:な味は失われな 

い。 ヌルクセは，ここで饭矩したような線型の需袈函 

数を仮定せず，各財の需翦の弾力忱はみな興なり，そ 

れに応じて各财は不.均衡成長すると考えている„ また 

成長が全くないような経济を想定レてはいない。この 

ように小論の議論はヌルクセの持つ経済像にしっくり 

一致したものではなし、が，茫漠朦臟としているわりに 

は有名なその命題に核心あらせるために払わねばなら 

なかった犠牲がそれである。挺出きれた姑論は幾つか 

の制踉的な仮走の下に成立するものだが，「市場の全 

般的拡大」のためには雄に‘「広範め.興嵇鹿1業への多少 

と_も同時的な資木投下」...の.み'ん .ら.ず，‘_:それに含.ま.れる 

新しい席:業が如何なる条件を満たさなければならない 

かについて明確な条件を与えている。
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